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日
本
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
ー
（
株
）
鹿

児
島
工
場
に
お
邪
魔
い
た
し
ま
し

た
。

　

同
社
は
、
超
精
密
加
工
を
要
す
る

技
能
者
を
中
心
と
し
た
集
団
で
、
主

に
自
動
車
な
ど
に
使
わ
れ
る
部
品
の

金
型
の
製
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

名
古
屋
市
で
昭
和
36
年
に
創
業
を

開
始
し
て
お
り
、
途
中
業
態
を
変
更

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
元
年
に
、
広
い
土
地
と
若
い

人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
本
町
永

吉
に
鹿
児
島
工
場
を
建
設
さ
れ
ま
し

た
。

　

金
型
は
、
も
の
づ
く
り
の
原
点
と

も
い
わ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
素
材
を
い
ろ

ん
な
形
に
変
え
て
、
量
産
を
可
能
に

す
る
も
の
で
す
。

　

敷
地
内
に
は
、
５
つ
の
工
場
が
建
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設
さ
れ
、
設
計
・
削
る
・
研
磨
・
仕

上
げ
な
ど
様
々
な
工
程
を
通
り
、
製

品
化
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

金
属
の
材
質
に
よ
る
膨
張
・
伸
縮

の
違
い
を
読
み
取
り
、
正
確
に
そ
の

誤
差
を
計
算
し
な
が
ら
、
設
計
・
加

工
し
、
チ
ェ
ッ
ク
を
繰
り
替
え
し
行

な
い
ま
す
。
そ
の
精
度
は
ミ
ク
ロ
ン

の
世
界
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　

商
品
ア
イ
テ
ム
は
、
数
千
種
類
に

及
び
、
そ
れ
ら
は
、
安
心
し
て
使
え

る
部
品
か
ど
う
か
、
厳
し
い
点
検
を

繰
り
返
し
、
徹
底
し
た
品
質
管
理
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
部
品
は
，
全
国
の
自
動

車
部
品
メ
ー
カ
ー
に
納
品
さ
れ
、
私

た
ち
が
日
常
利
用
す
る
車
の
一
部
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
鹿
児
島
工
場
の
従
業
員
数

は
，
52
人
で
そ
の
多
く
が
大
崎
町
に

在
住
し
、
若
者
定
住
・
雇
用
創
出
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

で
披
露
し
た
〝
テ
オ
ヤ
ン
セ
ン
＂
の

提
唱
す
る
『
風
で
動
く
ロ
ボ
ッ
ト
』

は
、
鹿
児
島
大
学
理
工
学
部
、
協
力

の
も
と
、
癒
し
の
分
野
を
思
考
す

る
た
め
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
地

域
活
性
化
や
新
し
い
産
業
に
繋
が
る

何
か
を
日
々
模
索
し
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

小
川
益
治
社
長
は
、「
今
後
、
景

気
回
復
に
合
わ
せ
、
拡
大
路
線
を
進

み
、
地
域
に
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る

企
業
に
な
り
た
い
。」
と
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

会　社　概　要　

▲工場を案内していただいた
　代表取締役社長の小川益治さん（写真左）
　鹿児島工場長の矢野佳裕さん（写真右）　

▲ NC 装置の付いた旋盤や研磨機，放電機
などが並びます。

▲ハードウェアー㈱が製作した　　
　　　　　　　　風で動くロボット

▲一般鍛造金型および部品図
　世界からもその技術は認められています。

▲徹底した品質管理にこだ
わります。

事業内容　金属鍛
たんぞう

造用金型
設　　立　平成元年１２月（鹿児島工場）
代  表  者　代表取締役社長　小川益治
　　　　　鹿児島工場長　　矢野佳裕
従業員数　５２名（鹿児島工場）

大崎ものづくりネットワーク振興会員




